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長期計画の立案は、ビジョンを思い描き、これに向けた目標を立てるプロセスです。これらの目標は、設定後も定期的に見直しを行い、必要に応じて軌道修正を行ってくものです。このガイドと後部のワークシートは、長期計画立案の出発点として、クラブのニーズに合わせてカスタマイズしてご活用ください（ガイドはクラブ用に作られたものですが、地区でもご使用いただけます）。また、ワークシートは個人で記入しても、クラブ全体として記入しても、どちらでも構いません。立案会議の進行役となる人は、このガイドとワークシートに事前に目を通し、協議事項を用意しておく必要があります。協議の際には、未来に焦点を当てた話し合い（ステップ2と3）に時間の大半を費やすようにし、クラブの現状分析にあまり時間をかけ過ぎないようにしましょう。
長期計画を立案する際には、以下の点を考慮に入れてください。
• クラブの元指導者、現指導者、次期指導者が立案にかかわる。
• 幅広い見解や意見を取り入れるため、クラブ全員、またはクラブ全体を反映できるよう多様な代表者が立案に参加する。
• 
すべての意見を考慮に入れる
• 
公平な立場を取る進行役や少人数の進行役が、立案会議の司会を担当する
• 
クラブの目標が地区目標およびRI長期計画の優先事項と目標に沿ったものとなるよう、十分に検討する。
• 毎年見直しを行い、必要に応じて優先事項や年次目標を修正する
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プロセス
以下のプロセスに沿って、会員と協議しながら長期計画を立案します。後部のワークシートは、協議の結果を記録するためにご活用ください。
1. クラブの現状はどうか
•
現在のクラブの長所と短所をすべて書き出す。
•
地域社会に存在する機会と課題（問題）を書き出す。
クラブの現状評価を行う際には「元気なクラブづくりのために：クラブ・リーダーシップ・プラン」をご参照ください。クラブが得意とする分野や改善が必要な分野を探る上で役立ちます。
2. クラブは何を目指しているのか
•
今後3～5年にクラブがなりたいと思う姿を想像し、その特徴を5～10挙げる。
•
今後3～5年のクラブのビジョン（クラブがなりたいと思う姿）を1文で表す（ビジョン声明）。この作業は、個人で行ってもよいし、グループで行ってもよい。
•
全体で話し合い、ビジョン声明を最終的な形にまとめる。このビジョン声明は、クラブ全員からの支持が得られるものとする。
3. どのように目標を達成できるか
•
以下の各点を考慮に入れながら、このビジョンの達成に向けたクラブの長期的優先事項（strategic priorities）を定める。
–
クラブの長所と短所
· 国際ロータリーとロータリー財団のプログラムと使命
· 外部環境
–
全会員の参加
–
3～5年で達成が可能かどうか
•
全体で話し合いながら、クラブにとって最も重要な長期的優先事項はどれかを決める。優先項目は、ビジョンに向けた取り組みにおいて最も大きな成果がもたらせるものを選ぶ。
•
各長期的優先事項を支える年次目標を定める。
•
これらの年次目標に向けた達成期日、リソース、担当者を決める。
年次目標を定める際には、効果的なロータリー・クラブとなるための活動計画の指標を参照し、アイデアや方策を得ることをお勧めします。
4. 目標に向けての進捗はどうか
•
長期計画チームを結成する。このチームが定期的に進捗状況を確認し、必要に応じて計画への修正を提案する。
•
計画の実施に必要なリソースを十分に配分する。
•
クラブの全決定が長期計画に沿うものとなるよう常に確認し、計画の実施に関するフィードバックを長期計画チームに提供する。
•
毎年、クラブ全員で長期計画（ビジョン声明、長期的優先事項、年次目標など）を見直し、必要に応じて修正する。
•
3～5年ごとに長期計画立案の全プロセスを繰り返し、新しい計画を立てるか、現行の計画を継続する。
長期計画立案のワークシート
長期計画立案の際に、このワークシートをご活用ください。
1. クラブの現状はどうか
記入日：_____________
	クラブの長所
	クラブの短所

	 


	 

	地域社会に存在する機会（例：新しい会社やビジネス、増えている人口層など）
	地域社会に存在する課題（例：経済の悪化、競合する奉仕団体など）

	 


	 


クラブの長所
クラブの短所
2. クラブは何を目指しているのか
達成期日: ______________
クラブが目指す未来像の主な特徴（例：会員数、会員維持率、地元と海外のプロジェクトのバランス、ロータリー財団への支援など）
ビジョン声明（地域のほかの奉仕団体と比べ、クラブを際立たせるような表現を入れる。例：「地域において最も国際性のある奉仕クラブとなること」「青少年の支援に地域で最も力を注いでいる奉仕クラブとなること」など）
3. どのように目標を達成できるか
ビジョンの実現に向けて、クラブが取り組む各目標（下線部に優先事項を記入し、各事項を達成するための年次目標をその下の表に書き入れてください。優先事項と年次目標の数に制限はありませんが、クラブが利用できるリソースを考慮した上で達成可能な目標に的を絞るようにしましょう）。
長期的優先事項 1: ______________________________________________________
	年次目標
	達成期日
	必要なリソース
	担当する会員

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 


長期的優先事項 2: ______________________________________________________
	年次目標
	達成期日
	必要なリソース
	担当する会員

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 


長期的優先事項 3: _______________________________________________________
	年次目標
	達成期日
	必要なリソース
	担当する会員

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 

	 
	 
	 
	 


4. 目標に向けての進捗はどうか
進捗状況を確認するためのステップ。クラブが長期計画の進捗状況を確認するために行う項目を挙げてください。これには、確認の期日や周期、確認方法も含みます（例：毎月の定例理事会で報告する、クラブ協議会で長期計画の見直しを行う、年次評価を行う、など）。
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長期計画立案の図


長期計画の立案は、まずクラブのビジョンとそれに向けた目標の設定から始まります。次に、これら各目標を達成するための年次目標を定めます。






































